
60年前の一宮を地図で再現
「50年前」版はこちら

市制施行100周年記念企画

60年前の一宮を地図で再現
昔の住宅地図を参考に、60年前（1960年）の一宮市の地図を現代風に再現してみました。繊維産業の最盛期を迎えたこの街は、至るところに繊維工場

や銭湯、大衆食堂、パチンコ店などが建ち並び、眺めているだけで往時の風景が浮かんできます。60年経っても変わらずその場に残り続けるお店もあれ

ば、今や1軒も残っていない映画館など、現在の地図とじっくり見比べて楽しんでいただければ幸いです。

製作：まっち（http://match345.web.fc2.com/） 参考：住宅協会（1960） 『一宮市全住宅案内図帳』 住宅協会2021年7月6日改訂

■この時代の一宮市の様子

・人口約18万3千人

（現在は約38万3千人）

・隣接８町村（浅井町・大和町・

今伊勢町・奥町・萩原町・丹陽

村・北方村・千秋村）と５年前

に合併したばかり

・一宮七夕まつりは４年前から

スタートしたばかり

・上本町通３丁目に市内初の信

号機が４年前に設置

■この年の日本・世界の主な

出来事

・岸信介首相（～７月）、

池田勇人首相（７月～）

・安保闘争

・ダッコちゃん人形大流行

・森永製菓から日本初のインス

タントコーヒー発売

・専売公社からタバコ「ハイライ

ト」発売

・カラーテレビ本放送開始

・ローマオリンピック

・映画「ベン・ハー」大ヒット

■この年の主なヒット曲

・誰よりも君を愛す/松尾和子

＆和田宏とマヒナスターズ

・アカシアの雨がやむとき

/西田佐知子

・潮来笠/橋幸夫

・達者でな/三橋美智也

・霧笛が俺を呼んでいる

/赤木圭一郎

・ステキなタイミング/坂本九

・ズンドコ節/小林旭

・哀愁波止場/美空ひばり

・有難や節/守屋浩

■一宮出身の著名人と

当時の年齢

・古川為三郎（ヘラルドグルー

プ創業者・70歳）

・市川房枝

（参議院議員・67歳）

・土川元夫（名鉄副社長、

のちの社長・57歳）

・三岸節子（洋画家・55歳）

・江崎真澄（衆議院議員・

防衛庁長官・45歳）

・山内一弘（大毎オリオンズ外

野手、のち巨人・阪神・中日

等で監督を歴任・28歳）

・舟木一夫

（のちの歌手・16歳）

・つボイノリオ（今伊勢小学校

在学中、のちタレント・11歳）

・神田真秋（奥小学校在学中、

のちの愛知県知事・9歳）

真清田神社の参道は1970年代初頭に拡幅され、周

辺には相次いで4階建以上のビルが建てられた。

2002年には宮前三八市広場が完成した。

1970年に駅西地区、1973年に中心部の大半で住居表示

が実施され、新柳通や伝馬通といった旧町名の多くが失わ

れた。一部は現在も道路愛称として残っている。

一宮消防署は1968年に現在地に移転。

1969年に現在の名岐バイパスが開通し、当

時の国道22号は県道に降格された。

八幡通り踏切は開かずの踏切として知られ

ていたが、1975年に地下道が開通、

1995年には鉄道が全面高架化された。

分断されていた駅の東西は1976年に駅前地下道で

結ばれ、1995年には鉄道が全面高架化された。

戦後に飛行機格納庫から転用された一宮市体育館は、1978年にスポーツ文

化センターとしてリニューアルオープン。併設の図書館は1966年に豊島図書

館として移転、その後2013年に現在の中央図書館に役目を譲った。

東海銀行（現：三菱UFJ銀行）一宮支店は1980年に現在

地に移転。建物は市役所の西分庁舎となり、2016年に

市民ホール・オリナス一宮として生まれ変わった。

1952年竣工の旧駅ビルは2007年に取り壊され、

2012年に新駅ビル「i-ビル」がオープンした。

ロータリー形式だった駅前交差点は1960

年代初頭に通常の十字路になり、2006年

にスクランブル交差点となった。

新一宮駅は1993年に高架化され現在地に移

転。2005年に名鉄一宮駅に改称された。

当時は市内の至る所に銭湯があったが、現

在は大幅にその数を減らしている。

全盛期は市内に10館以上あった映画館も、レジャーの

多様化により徐々に姿を消し、最後に残った一宮東映

（当初は一宮中央劇場）も1990年に閉館した。

今はあまり馴染みのない名前の銀行も。

現在も同じ場所にNTT西日本一宮ビルが建つ。

蒸気機関車が走っていた名残で、

駅周辺には石炭店が多かった。

市内随一の繁華街だった新柳通にはパチンコやス

マートボール、ビリヤードの店が建ち並んでいた。

一宮郵便局は1975年に現在地に移転。

この時代、幹線道路以外は

ほとんどが未舗装だった。

名鉄尾西線・JR東海道本線・梅ヶ枝通に囲

まれた三角地帯は、現在は梅ヶ枝公園に

なっているが、当時は住宅密集地だった。

駅西の一帯は区画整理により道路の形状ががら

りと変わり、旧巡見街道（当時の県道一宮弥富線）

もあちこちで分断されてしまった。

社会福祉会館の跡地には、豊島半七氏の寄贈により

1966年に豊島図書館が開館。2012年に閉館する

まで、約46年にわたり市民に親しまれた。

この時代は鶏肉を専門に商う「かし

わ店」が市内のあちこちにあった。

野黒町・押場町の一帯は市内有数の工業

地帯だった。現在、跡地はマンションや住

宅、飲食店などになっている。

真清田神社の裏手には松栄新町と呼ばれる特殊飲食

店街があった。1957年に売春防止法が施行される

まではいわゆる「赤線」として賑わった。

真清田神社の参道として栄えた本町商店街は、1971年

にアーケード架設、2001年に2～4丁目のみアーケード

がリニューアルされたものの、古いままだった1丁目の

アーケードは2013年に撤去された。

一宮保健所は1988年に現在地に移転。

東一宮駅と岩倉駅を結んでいた名鉄一宮線は1965年

に廃止された。東一宮駅跡には1969年に名鉄丸栄百

貨店がオープン、2000年には駅西に移転した。

旧岐阜街道沿いに続く杉戸町は商店街と

して栄えたが、現在は多くの店舗が廃業。

ずらりと並んでいた街路灯も撤去され、商

店街らしさは失われてしまった。 このあたりは一宮井筋という用水路に沿って

染色工場が密集していた。現在、用水路は暗

渠化され、遊歩道になっている。

国鉄は1987年に民営化され、1990年に高架化。名鉄は1993年

に名古屋本線が、1995年に尾西線が高架化された。

一宮市役所は1971年に増築され、

2014年に隣の新柳公園跡に移転した。

全国有数の規模を誇った毛織物問屋街は、現

在もわずかに往時の雰囲気を留めている。

真清田神社の境内周りには、戦後の闇市に

由来する繊維問屋街が1950年代半ばに造

られ、現在もそのまま残っている。


